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あ ず ま ぃ の

安栖野遺跡発掘調査報告書

畜産経営環境整備事業関連発掘調査



本県には、縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地があり、

10,000カ所にも及ぶ遺跡が確認されております。これら先人の残した文化遺産を

保存し、後生に伝えていくことは、県民に課せられた重大な責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発にともなう社

会資本の充実もまた重要な一施策であります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発の調和も今日的課題であり、当文化

振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整の

もとに、開発事業によつて止むを得ず消滅する遺跡の発掘調査を行い、記録保存

する措置をとってまいりました。

本報告書は、県営畜産経営環境整備事業奥羽北部地区の基盤整備 (草地造成改

良整備)工事の施工に関連して、平成 10年度に調査した安栖野遺跡の調査結果

をまとめたものであります。調査によつて、縄文時代の土坑・陥し穴状遺構など

のほか、縄文時代前期から晩期にかけての遺物が発見され、貴重な資料を提供す

ることができました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解

の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助・ご協力を

賜りました盛岡地方振興局農政部・雫石町御明神牧野農業協同組合・雫石町教育

委員会をはじめ、関係各位に哀心より謝意を表します。

平成 11年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 船 越 昭 治



例  言

1.本報告書は、岩手郡雫石町大字橋場第 4地割字安栖野 129番 19ほかに所在する、安栖野遺跡の発掘
調査結果を収録したものである。

2.本遺跡の発掘調査は、県営畜産経営環境整備事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は、岩手県教

育委員会と盛岡地方振興局の協議を経て、 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3.岩手県遺跡登録台帳に記載される遺跡香号・遺跡略号はJE02-2113・ AZN-98である。
4.発掘調査期間は、平成 10年 9月 1日 ～ 10月 28日 、発掘調査面積は4,000m2で ぁる。室内整理期間

は、平成 11年 1月 4日 ～ 3月 31日 である。ともに浜田 宏・玉山健―が担当した。
5。 本報告書の執筆は、 Iを高橋奥右衛門、口・Ⅳを玉山、それ以外を浜田が担当し、編集は浜田が行った。

6.本報告書作成にあたり、次の方々にご指導 。ご協力いただいた。 (敬称略)

高橋龍三郎 (早稲田大学)、 柴田慈幸 (雫石町教育委員会)、 恵津森 義行 (雫石中学校)

盛岡地方振興局、雫石町御明神牧野農業協同組合、雫石町教育委員会

7.野外調査では雫石町の作業員約 20名、室内整理では当センターの期限付職員のご協力をいただいた。

8.土層の観察は、「新版標準土色帖」 1/1ヽ山・竹原 :1989)に よった。

9.遺跡内の基準点測量・基準杭の設置は、 (株)ハイマーテックに委託した。

10。 石質の鑑定は、「花筒岩研究会」に依頼した。

11.調査成果の一部は調査略報に概略を示してしているが、本書と記載事項が異なる場合は、すべて本報告

書が優先する。

12。 調査で得られた出土遺物や整理に関わる諸記録等については、岩手県立埋蔵文化財センターで保管・管

理している。
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I 調査に至る経過
安栖野遺跡は、「県営畜産経営環境整備事業奥羽北部地区の基盤整備 (草地造成整備改良)工事」の施工

に伴って、その事業区域内に位置することから発掘調査することとなったものである。

「県営畜産経営環境整備事業奥羽北部地区の基盤整備 (草地造成整備改良)工事」は、御明神牧野農業協

同組合の組合員畜産農家の飼料用採草地として現在利用されているが、勾配がきつく農作業上極めて危険で

作業効率が悪いため、起伏修正を行いこの悪条件の改善を目的とするものである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、岩手県盛岡地方振興局農政部から、平成 9年 9月

26日付け盛地実第389号「県営畜産経営環境整備事業奥羽北部地区施工に伴う埋蔵文化財の分布調査につ

いて (依頼)」 の文書によつて、岩手県教育委員会に対して分布調査を依頼したのが最初である。依頼を受

けた岩手県教育委員会文化課では平成 9年 10月 16日 に分布調査を実施したが、その結果は平成 9年 10

月 20日付け教文第582号「県営畜産経営環境整備事業奥羽北部地区実施計画における埋蔵文化財の分布調

査について (回答)」 で盛岡地方振興局農政部へ回答し、試掘調査を実施しなければならないことが付記さ

れた。

回答を受けた盛岡地方振興局農政部では、平成 9年 11月 23日付け盛地農第1142号「県営畜産経営環境

整備事業奥羽北部地区施工に伴う埋蔵文化財試掘調査について (依頼)」 の文書で岩手県教育委員会に対し

て試掘調査を依頼し、教育委員会文化課では平成 9年 11月 7日 に試掘調査を実施した。その結果は、平成

9年 11月 11日 付け教文第655号「県営畜

産経営環境整備事業奥羽北部地区実施計画に

おける埋蔵文化財の試掘調査について (回

答)」 で盛岡地方振興局農政部へ回答し、事

業予定地内に埋蔵文化財が認められ、計画通

りに工事を実施する場合には、事前に記録保

存を目的とした発掘調査の必要性が付記され

た。

また、平成 9年 12月 12日付け教文第

664号「埋蔵文化財発掘事業に係る現地打ち

合わせについて」の文書で、平成 10年度に

予定している発掘調査の現地打ち合わせを実

施することとなり、平成 9年 12月 16日 に

現地で県教育委員会文化課、 (財)岩手県文

化振興事業団埋蔵文化財センターと盛岡地方

振興局農政部が打ち合わせを行つた。

実際の発掘調査は、平成 10年 9月 1日 ～

10月 28日 まで、報告書作成のための整理

期間は、平成 11年 1月 4日 ～3月 31日 ま

でである。

・安栖野遺跡

岩手県全図と追跡の位置図 1

L
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Ⅱ 遺跡の立地と環境
1.追跡の位置と地形

安栖野遺跡は、雫石町大字橋場第4地割字安栖野129呑地19、 (株)東 日本旅客鉄道田沢湖線赤測駅の北北

西約3.3 km、 国道46号線から約1,8km北側にあり、竜川に注ぐ取染川と安栖沢に挟まれた山腹の南側緩斜面に

立地する。遺跡の位置は、北緯39度42分33秒、東経140度53分39秒である。

雫石町は、岩手県の中西部に位置し、東側を県庁所在地の盛岡市、紫波町・滝沢村、北側を松尾村、南側

を花巻市・石鳥谷町 。沢内村、西側を秋田県の田沢湖町と接する。四方を奥羽山系、人幡平山系の山脈に囲

まれた雫石盆地は、岩手県内最高峰の岩手山 (2,039m)を はじめ、駒ヶ岳 (1,637m)な ど1,000m以 上の山

を12数える。これらの山岳や斜面から成る高原が大部分を占め、標高500m以上が同町の全面積の50%にあた

る。また低地平野部は、北上川の支流で雫石川水系の葛根田川 。竜川・南川などに沿つて、掌状に広がって

いる。

人幡平山系は、山頂傾斜面が発達し緩やかな起伏を示す高原状地形および平頂峰を形成する。これらは明

瞭な傾斜変換線で、比較的急斜面で沢により開析された山腹斜面とに区切られる。焦森山 (1,541m)か ら

東方の三角山 (1,419m)に 至る山稜には、傾斜2～ 4°のなだらかな斜面が発達し、地表には高地性中層湿原

である千沼ヶ原が広がっている。魚森山との境界は、傾斜変換線で限られ、斜面南方は本遺跡の西側を流れ

る安栖沢に垂れ下がる様な形態を示す。これらの事は、魚森山東斜面を溶岩流が南方に流下した事を想起さ

せるものである。魚森山～乳頭山に至る稜線は比較的切り立っているが、東側の30～ 40m下位に緩斜面が幅

狭く分布する。前記した三角山西方の緩斜面と連なり、形態も似ている事から同一起源と考えられる。

本遺跡の所在する袖山山地は、頂が平らで南に約3～ 5° の傾斜で滑らかに低下する台地状地形を示し、台

地上における沢や尾根も極めて滑らかな地形である。沢は起伏が15～ 16mであり、他地区における下刻作用

の盛んなV字型の沢とは趣が異なる。御明神牧野付近では底の平らな谷があるが、下流部からの下刻作用は

この直下で止まっている。また、山津田の北の沢では地形の滑らかな谷が新たに下刻作用により切られてい

る。これらの事実は、この台地状地形上の緩やかな谷は、下刻作用が著しくなる以前に面的浸食作用が盛ん

な時代の産物であり、寒冷期における周氷河作用の影響を強く受けたと考えられる。

2.遺跡の立地

安栖野遺跡は、前述した袖山山地の中央部やや南側の御明神牧野の南向きの緩斜面にあり、調査区は、滑

らかに起伏する尾根に沿って、その中では比較的ひらけた頂部に設定された。その外狽Iは緩やかに斜面と

なっている。調査区と斜面を下りきった所の比高は1～ 1lmを 測り、調査区からは橋鉢状に凹んで見える。

また調査区北東部には農作業用道路が通っており、削り取られた尾根筋が3mほ どの高さでむき出しになっ

ている。遺跡の調査前の現況は牧草地で、時期ははっきりしないが以前に草地造成工事が 2回行われてお

り、現況と当時の様子は大幅に変わっていると思われる。

なお、遺跡の標高は417.5～ 429mで、調査区内で1lm以上の比高差がある。
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3.基本層序

調査区内では、基本的に図3の ような土層が観察される。以下、表土から順に層序を示す。

<第 I層> 黒褐色土 (10YR2/3) シルト

!:i:!:::::

‐ 爛 |1禅 1岡 ∽ 翻

山頂緩斜面  山腹・山麓 急 斜 面 砂礫台地I 砂礫台地Ⅱ  低 地
緩斜面

段丘上の
浅 い 谷

図 2 地形分類図
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表土。現牧草根の及ぶ部分。褐色土粒を含む。層厚10～ 15cm。

<第Ⅱ層> 黒褐色土 (10YR2/3) シルト
小礫 。褐色土小プロック等を含む。草地造成時の整地層。層厚20～ 25cm。

<第Ⅲ層> 褐色土 (10YR4/6) 粘土質シルト
地山。遺構検出面。オレンジ色の浮石とにぶい黄褐色の極小プロックをまばらに含む。層厚15～ 20cHl。

<第Ⅳ層> 黄褐色土 (10YR5/6) 粘土質ンルト
Ⅲ層より粒径の大きい (5～ 15nwll)オ レンジ色の浮石とにぶい黄褐色極小プロックを含む。層厚は20

ハウ30cm。

<第 V層> 褐色土 (10YR4/4) 浮石層
細かいにぶい黄褐色浮石とオレンジ色の浮石 (7.5YR4/6)からなり前者が主体となる。層厚20cm。

<第Ⅵ層> 赤褐色土 (5YR4/6) 浮石層
オレンジ色の浮石とにぶい黄褐色浮石から成り前者が主体

である。水っぽく湿つた感じがある。層厚40～ 50cm。

<第Ⅶ層> 灰黄褐色土 (10YR4/2) 浮石層
粒径3m14程度の浮石の堆積層。オレンジ色の浮石の混入な

し。層厚5cm。

<第Ⅷ層> にぶい黄褐色土 (10YR5/4) 粘土
ミルクチョコレート色の粘土層。層厚不明。

L=420.800m

4.周辺の追跡

岩手県文化財包蔵地一覧によると、雫石町内には縄文時代から近世まで120ヶ所以上の遺跡が確認されて

いる。図 5には雫石川、葛根田川および竜川流域周辺に所在する代表的な遺跡の分布を示し、表 1にその内

容を示した。町内の遺跡のうち、その半分以上を縄文時代の単独遺跡が占め、 2割強が中世の城館跡の単独

遺跡として登録されている。以下に全体の内容について記述する。

大方を占める縄文時代の遺跡では、前期末～晩期の土器および石斧が出土した高前田 I～ Ⅲ遺跡、繊維土

器が出上した早～前期の集落跡の麻見田 I遺跡、速光器土偶と晩期の敷石住居跡が検出された桜沼遺跡、中

期の大集落で大型住居跡が検出された塩ヶ森 I、 Ⅱ遺跡、塩ヶ森 I遺跡と繋がる元御所Ⅱ・下長谷地 I遺

跡、貝殻文土器が出土し、後期初頭の住居跡が検出された熊野橋 I遺跡、貝殻文土器と早～前期の遺物が出

土した野中遺跡、中期後半の複式炉を伴う竪穴住居跡が確認された広瀬Ⅱ・除H遺跡、鼻曲がり上面が出土

した夜明沢遺跡などが存在する。その他にも県台帳には登録されていないが、兎野遺跡では石刀が出上して

いる。

中世の城館跡では、 11世紀中頃に安倍頼良の六男重任が北浦六郎と称して居住した北浦館跡は、中野館
とも呼ばれて後者を裏付けるように伝えられた。また、その西側にある御明神地区志戸前にも中の館 (中野

館)と 呼ばれる館跡が存在する。土樋館 (滴石城)は寿永三年 (1184)に尾輪の平新衡盛が一族の樋山弾上

良正の跡を受けて滴石庄戸沢を領有したと伝えられ、その樋山が土樋の名に由来する滴石城であると推測さ

れている。また、滴石 (戸沢)氏が興国元年 (1340)に築城し、その後に雫石 (斯波)氏の居城となった雫

石城は俗に人幡館と称され、現在は八幡宮が祀られ雫石町内で南北朝時代の築城と推定できる唯―の城跡で

ある。その他にも、往古戸沢上総介の拠った所として “御城、地名、松之木といい、本丸高三間位、廻三百

図 3 基本層序
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五十尺川出水無し"と 居城の規模を伝えられている戸沢館跡、 4つの郭を持つ複郭式でその名の通り大規模

な大館跡、現在は「稲荷山」と称され太神宮社が祀られている長山館跡など、町内では25ケ所以上の館跡

が確認されている。

その他の時代の単独遺跡としては、弥生時代では墳墓が確認された人卦堂遺跡がある。その時代の上器は

籠野・七ツ森・松の木 。新里遺跡で確認されているが、住居跡などの遺構が確認された遺跡は少ない。古代

では仁沢瀬Ⅲ・町場Ⅲ、ロクロ使用の上師器が出土した東町遺跡、奈良時代の大集落と思われる西安庭Ⅱ遺

跡などが確認されている。また、近世では高前田一里塚、昭和 44年に県指定史跡となった七ツ森一里塚な

どが存在する。

一方、複合遺跡としては、縄文と弥生時代が複合する伝久遺跡があり、弥生時代の竪穴状遺構が検出され

ている。縄文と古墳時代では高前田古墳群が存在する。縄文と奈良・平安時代では、早期～中期の上器や繊

維土器、石鏃および稲概圧痕のついた土師器が出土した小日谷地 IA～ Ⅳ遺跡、縄文時代中期の土器と土師

器を出土した人差卜I遺跡、晩期の土器と土師器を出土した名子Ⅱ遺跡、早期末～前期の上器と土師器および

雫石川上流域では出土例の少ない須恵器が出上している塩ヶ森 V、 Ⅵ遺跡、中期の土器と土師器が出土した

集落跡の仁沢瀬Ⅱ、Ⅳ遺跡、中期末の住居跡と早～晩期までの多量の遺物と土師器を出上した桜松遺跡、独

鈷石と土師器が出上した天沼遺跡、縄文土器とロクロ不使用の上師器が出上した板橋 H遺跡、早～後期の土

器と土師器が出土した下長谷地Ⅱ。町場Ⅳ遺跡などがある。縄文と中世では、北浦六郎の館で、長山氏も使

用したと言われている柿木館、石槍が出土した田屋館跡、高見館・和野館・源太堂館の 3遺跡では館跡とし

て登録されているが縄文土器も出土している。下平遺跡では、 18基が並んで検出された陥し穴状遺構と中
世の竪穴住居跡が検出されている。
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『雫石町史』

『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書」岩埋文報告書第13集 (財 )岩埋文

『雫石町 下平遺跡 高校西遺跡』岩埋文報告書第14集 (財 )岩埋文

『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書』岩埋文報告書第16集 (財 )岩埋文

『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書』岩埋文報告書第28集 (財 )岩埋文

『御所ダム建設関連遣跡発掘調査報告書』岩埋文報告書第30集 (財 )岩埋文
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『土地分類本調査 地形・表層地質・土じょう 雫石』

高橋典右衛門・上野猛ほか

本沢慎輔・松野恒夫

松野恒夫

(1982)

(1982)

(1982)

本沢慎輔・松野恒夫          (1982)

経済企画庁総合開発局国土調査課    (1973)

Ⅲ 野外調査と室内整理
1.野外調査

(1)調査区の設定

調査では、便宜上図 6の ように調査区をA区からD区の 4つに分け、公共座標第X系 を利用してそれぞれ

地区割りを行った。まず、B区の東西方向に 2点の基準点を設定し、それを基にグリッドを区画した。基準

点 1・ 2の成果値は以下のとおりである。
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図5 調査区と周辺の地形

図 6 遺構配置図

0                 1CЮ m

0                 25m

―

‐　　　　　　‐　‐‐‐」

は 1)X=-32270.000m
Y=  52815,000m
(421X=-32270.000m
Y==  5225,000m

(タ リッド配置)
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基準点 l X=-32270,000m Y=5285,000m H=420,300m

基準点 2 X=-32270.000m Y=5225.000m H=417.758m

またこの他に、A区内に 1点、C区・D区内に各 2点の計 5点の補点を設置しているが成果値は省略する。

グリッドは、起点を北東隅に置き、北から南方向にローマ数字の I・ Ⅱ・Ⅲ……、東から西方向にアルフ

ァベットのA・ BoC… …を付し50mの大グリッドとした。さらに5× 5mの小グリッドを設定し、南北

方向に 1～ 0ま で、東西方向にa～ jを与え、その組み合わせによつてグリット名とした。(IAla区等)

(2)粗掘・遺構検出  =

調査はまず牧革の除去後に、文化課が実施した試掘結果の確認のため、試掘坑のクリーエングを行つた。

その後、表上の厚さや遺構の有無、遺物の出土状況を確認する目的で、 2m幅のトレンチを各区に数本ずつ

設定した。表土および遺物の包含されない整地層の除去には重機を使用した。

遺構の検出は、整地層下の第Ⅲ層でのみ行つた。部分的にこのⅢ層も掘り下げた部分もあるが、遺構の検

出のためではない。

(3)遺構名の付け方

検出された遺構は、その属するグリット名を付け「 I Ala土坑」などのように呼称したが、室内整理の段

階で「第 1号土坑」などとすべて遺構名を付け替えている。

(4)精査・実測

土坑・陥し穴状遺構とも2分法で精査し、実測は簡易遣り方で行つた。遺構の平・断面図は、 20分の 1

の縮尺で実測した。

(5)写真撮影

野外での写真撮影は、 3 5 mln版 2台 (モノクローム

ームを使用した。また、必要に応じてポラロイドカメ

写真撮影を行った。

・カラーリバーサル 1台ずつ)と 6× 7 cm版モノクロ

ラも使用した。調査終了前には、セスナ機による空中

2.室内整理

(1)遺物の処理

遺物は、野外調査と並行して雨天時などに水洗まで行い、その後室内で注記・接合・復元の順に進めた。

土器類は報告書掲載用のものを選別後、登録作業・実測・拓本・写真撮影・ トレースを行い、遺物図版を作

成した。石器類は器種毎に登録し、実測後 トレース・写真撮影を行いそれぞれ図版を作成した。

(2)遺構図面

野外調査の図面類は、標高の確認・平断面図の点検をし、必要に応じて合成した。その後 トレース・遺構

図版作成の順に進めた。

(3)図版について

遺物図版の縮尺は、土器実測図・拓影図とも3分の 1、 予J片石器 3分の 2、 礫石器 3分の 1、 接合剥片 2

分の 1である。各図版内にはそれぞれスケールを付している。

遺構図版は、遺構の種類毎に掲載した。縮尺はいずれも40分の 1である。

(4)遺物写真図版について

遺物写真図版の縮尺は、図版のそれに準じているが、一部土器にそれに合わないものがある。なお、石器

の接合孝J片資料については、写真を割愛した。
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Ⅳ 検出された遺構
1.土坑

1号土坑 (図 7、 写真図版 3)

<位置>調査区C区、EC8e区 にある。 <検 出面>第Ⅲ層。

<規模・平面形>開口部径92X104cm、 底部径81× 97cm。 ほとんど削平されており、本来の深さは不明で

ある。不整楕円形を呈する。

<埋土>オ レンジ色の浮石 (以下浮石と略す。)を まばらに含む暗褐色粘土質シルト。

<底面>削平されているため底面のみ残存していた。副穴を東側に2個、西側に1個有する。

<出土遺物>出上していない。

<時期>検出状況から縄文時代に属するが、詳細な時期は不明である。

2号土坑 (図 7、 写真図版 3)

<位置>調査区C区、ⅡCOe区にある。 <検出面>第Ⅲ層上面。

<規模。平面形>開口部径198× 190cln、 底部径118× 134cm、 深さ60cmの円形を呈する。

<埋土>浮石をまばらに含む黒褐色粘土質シルトが主体で、東側の壁際に暗褐色シルト、西側の壁際に褐

色のⅣ層地山崩落土が堆積する。

<底面>平坦で四隅にそれぞれ1個ずつ、計4個副穴を有する。

<出土遺物>出上していない。

<その他>副穴はやや内側を向いており、上屋を持つ貯蔵施設か、陥し穴の可能性があるが、判断できな

かったため、土坑として扱った。

<時期>検出状況から縄文時代に属するが、詳細な時期は不明である。

3号上坑 (図 7、 写真図版 3)

<位置>調査区A区、ⅡB6b区にある。 <検出面>第Ⅲ層。
<規模・平面形>開口部径107× 107cm、 底部径95× 91cm、 深さ19cmの不整円形を呈する。

<埋土>浮石と炭化物を含む黒褐色シルト主体で、底部から壁際にかけて褐色シルトが堆積し、全体にⅢ

層崩落ブロックを含む。

<底面>ほぼ平坦である。

<出土遺物>出土していない。

<その他>上部はかなり削平されている。

<時期>検出状況から縄文時代に属するが、詳細な時期は不明である。

4号土坑 (図 7、 写真図版 3)

<位置>調査区A区、ⅡA6j区にある。 <検出面>第Ⅲ層。

<規模・平面形>開口部径103× 92cm、 底部径123× 113cm、 深さ57cmの楕円形を呈する。

<埋土>浮石と褐色土粒を含む黒褐色シルトが主体で、底面から西側壁際にかけて暗褐色粘土質シルトが

堆積する。

<底面>ほば平坦である。

<出土遺物>出上していない。
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1号上抗

0∬

2号土抗

1.10YR2/2 黒掲色粘土質シル ト
2.10YR2/3 黒掲色粘土質シルト
3.10YR3/8 暗褐色粘土質シルト
4.10YR4/4 褐色シル ト
5 10YR3/4 暗褐色シルト
6 10YR4/6 褐色粘土質シルト
7.10YR3/2 黒褐tl粘土質シルト
8.10YR3/3 暗褐色粘土質シルト

―…lA'

オレンデパミス 1～ 3%、 褐色土粒を含む。
オレンヂパミス 1%、 褐色土プロックを含む。
オレンデパミス、炭化物粒をまばらに含む。
オレンデパミスを1%含む、Ⅱ層崩落土。
オレンデパミス、褐灰色のスコリアを1～ 3%含む。
Ⅳ層崩落プロック。
オレンヂパミスを1%程度含み、堅 く締まる。
オレンヂパミスを 1～ 3%含み、竪 く締まる。

A洋引儀側Om

3号土抗

10YR2/2 黒褐色シル ト オレンデパミス 1%、 炭化物粒を微量含む。
10YR4/4 褐色シルト  オレンデパミス、炭化物粒ともに 1%含む。
10YR4/6 褐色シルト  明るい色調のⅡ層崩落プロック。

R序は 側Om 引 ∬

/ ~~~~｀
｀
、
＼

A洋は 側Om

λ

＼
＼

A。 A0

A洋引h900m 引 A'

4号土抗

1 10YR2/1 黒色シルト
2 10YR4/4 褐色シル ト
3 1oYR2/2 黒褐色シルト
4 1oYR3/2 黒褐色シルト
5,loYR3/3 暗褐色シルト
6.loYR3/2 黒褐色ンルト
7 10YR3/3 暗褐色シルト
8 10YR5/6 責褐色粘土

a

オレンヂパミス 1%含む。
Ⅲ層崩落土で、黒色土ブロックを含む。
オレンデパミス 3%含む。
オレンデパミス3%、 褐色土粒を含む。
オレンヂパミス 1%、 褐色土粒を壁際に含む。
黄褐色土粒をわずかに含む。
オレンデパミス 1%、 明黄褐色土プロックを含む。
基盤の粘土層のプロック。

5号土坑

1.10YR3/3 暗褐色粘土質シルト
2.10YR4/4 褐色粘土質シルト
3.10YR4/3 にぶい責褐色粘土質シルト

φ2～ 5mの オレンヂパミスを3～ 5%含む。
オレンヂパミスを1%含む。
φ10mm大のオレンデパミスを3～ 5%含む。
黄褐色■/1hプロックを下位に含む。

0     1:40     1m
|

図 7 1～ 5号上坑
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<その他>上部が削平されたフラスコ形土坑と判断される。

<時期>検出状況から縄文時代に属するが、詳細な時期は不明である。

5号土坑 (図 7、 写真図版 4)

<位置>調査区A区、コA6j区にある。 <検出面>第Ⅲ層。
<規模。平面形>開日部径98× 113cm、 底部径112× 110cm、 深さ29cmの楕円形を呈する。

<埋土>浮石と黄褐色土ブロックを含むにぶい黄褐色粘土質シルトが主体で、上位に暗褐色と褐色の粘土

質シルトが混入する。

<底面>わずかに波打つ。

<出土遺物>出土していない。

<その他>4号土坑と同様、上部に肖1平を受けたフラスコ形の土坑である。
<時期>検出状況から縄文時代に属するが、詳細な時期は不明である。

6号土坑 (図 8、 写真図版 4)

<位置>調査区A区、ⅡB6a区 にある。 <検出面>第Ⅲ層。
<規模・平面形>開口部径89× 90cm、 底部径72X70cm.深さ20cmの 円形を呈する。

<埋土>浮石と炭化物を含む暗褐色シルトが主体で、西側壁際にⅣ層崩落ブロックを含む。

<底面>緩やかに波打ち、中央部が高い。北西側と西側の壁際に副穴を1個ずつ、計2個有する。

<出土遺物>出土していない。

<時期>検出状況から縄文時代に属するが、詳細な時期は不明である。

7号土坑 (図 8、 写真図版 4)

<位置>調査区B区、ⅡClb区にある。 <検出面>第Ⅲ層上面。
<規模・平面形>開口部径124× 120cm、 底部径93× 96cm、 深さ36cmの隅丸方形状を呈する。

<埋土>褐色土粒をまばらに含む黒褐色シルトが主体で、底部から壁際にかけてⅢ層崩落プロックが堆積

する。

<底面>ほぼ平坦で、南東側壁際に副穴を1個有する。

<出土遺物>綱部加工孝」片 (遺物番号41、 図版15、 写真図版9)が出上している。

<時期>出土状況・出土遺物から縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明である。

2.陥 し穴

1号陥し穴 (図 8、 写真図版4)

<位置>調査区B区、IA7g区にある。 <検 出面>第Ⅲ層上面。
<規模・平面形>開口部径342× 99cm、 底部径321× 8cm、 深さ71～ 86clnの溝状を呈する。

<埋土>浮石を含む暗褐色およびにぶい黄褐色粘土質ンルトの混合土が主体で、Ⅲ層およびⅣ層崩落土月ヽ

ブロックが混入する。

<底面>緩やかに波打ち、東側はさらに一段5cmほ ど下がる。逆茂木痕は検出されていない。

<出土遺物>出上していない。

<その他>中央部西側の半円形の張り出しは、埋上の堆積状況から、攪乱されたものではなく、壁の崩落

と考えられる。

<時期>縄文時代に属すると思われるが、詳細な時期は不明である。
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Aドは 側Om 引 A

6号土抗

1.10YR3/2 景髄 ンルト 醜 』  を言む。
2.10YR4/6 褐色シルト  オレンデパミスを猟量含挽
3.10YR4/6 褐色シルト  IV層腕落ブロック

`4 10YRv3暗 猾色―シルト
観程苦雀暮ユIク

ヽル ン″ くミス、炭イと物粉を

A膵御ん中。い

7号土抗

I- loYR2/3 黒褐色シルト 褐色土粒をまばらに含む。
2.10YR3/3 暗褐色シルト Ⅲ層崩落プロツク●

A。

Aド主二空坐上ヱユ生生_____― B

1号陥し穴

B'― ∬

i朧鬼議と多ルト
10YR3/4 暗毎色シルト
10ⅢⅢ4Fd 褐色粘主質ンルト
10YR3/8 研簾胞粘土質シルト
10Yミ 4/8 にぶい黄褐色粘土質シルト
1.OYR4/6 褐色粘上質ンルト
10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
10YR3ンケ 黒褐色シルト

羅無多どす歩箋滲冦包全窺算

',デ

パミスを舗
褐色土救をまばらに含む。
Ⅳ層崩著上プロッタ●
褐色■/Jhチロック、オンンデパミスを含む。
褐色二小プロックをまばらに合む。
Ⅱ層及びW層の崩落土小プロッタ。

霧とと羅どS吾告た督斧含
む。

6・ 7号土抗,1号陥し穴

0     1:40     1m

図 8
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V 出土遺物
1.石器・接合Hll片資料 (図 9～ 20、 写真図版 5～ 11)

今回の調査で出土した石器は、中コンテナ (42× 32× 20cm)3箱弱である。ほとんどのものが第Ⅱ層の

整地層中から出上した。すべて縄文時代の遺物と思われる。矛J片石器類は、このうち 1箱ほどであるが、製

品が少なく (全点で41点)二次加工されない象U片類がほとんどである。これらの剖片の接合作業を試みた

ところ、 7点の接合剖片資料が得られた。しかし、 4点接合したものが最高で、他は 3点以下と資料的には

あまり芳しいものではない。その中から3点の接合孝じ片資料を掲載した。製品では、木葉形の尖頭器や石刃

様の縦長剖片 ?な ど、比較的古手と思われるものが見られる。礫石器では凹石の出上が目立ち (21点 )、

他には磨石 3点 と半円状扁平石器が 1点出上している。以下、器種毎に記述する。

剖片石器は、 1・ 2は石鏃で、 1は平基無茎鏃、 2は基部を欠くもので、断面形状を見ると石鏃としたの

は不適切だつたかもしれない。 3～ 5は尖頭器とした。いずれも木葉形を呈している。 3は比較的小ぶりな

もの。 4はそれぞれ別地点から出土した 2点が接合した大型の木棄形尖頭器である。この下半分は、尾根か

ら下がる斜面部で表土下の暗褐色土中から出土した。 5は全体が弓なりに湾曲するもので、半月形に近い形

状である。片面の調整は、全周せず 1側縁に留まる。 3～ 5の時期については、縄文時代の古手のものとし

ておきたい。 6～ 9はいずれも縦型の石匙で、 8。 9は下半分を欠いている。 10～ 16は箆状石器とした。

刃部に向けて大きく幅が広がる台形状の 10'15、 幅がほぼ同じまま刃部に至る長方形状の 11～ 13の

大きく2種に分けられる。 14・ 16は楕円形に近い形状と思われるが欠損部が多く不明である。 17は刃

部を欠くが打製石斧とした。箆状石器になる可能性もある。 18～ 31は不定形石器で登録したもので、掻

器・削器類と思われるものを一括した。 18は楕円形の素材の縁辺に二次加工を有するが使用痕である可能

性がある。 19は残核としたほうが適切だろうと思われる。 21～ 28は縦長の素材の 1ないし2側縁に二

次加工が施されているもので、 29～ 31も 同様であるが二次加工かどうかが明瞭でない。 32,33の 2

点は石刃様の縦長剖片としたもので、 32のみ一部自然面を残す。ともに両側縁の一部に使用痕が観察され

る。この 2点については所属する時期が問題になると思われるが、縄文時代を遡るものとは考えていない。

34～ 38は使用痕の認められる剖片である。 34は縦長の素材を用いているが、両側縁が平行 しておらず

ここに含めた。 39は黒色頁岩製の石核、 40は赤色頁岩の剰片である。41は第 7号土坑から出土した細

部加工を有する剖片で、これが唯―の遺構内出土遺物である。

礫石器では、 42～ 44は磨石で、44は 3面に磨面を有している。 45はいわゆる半円状偏平石器で、

使われた面は平滑で光沢を帯びている。 46～ 66は 凹石である。用いられている礫は安山岩がほとんど

で、形状は円形 。楕円形・方形・長方形などがある。大きさは10cm前後のものが多い。凹部分は、深いと

小さく (54な ど)浅いと大きく幅がある (65な ど)傾向が認められる。

接合剖片資料は 3点掲載 (図 19。 20)しているが、接合剥片 1・ 2・ 3と 呼び、それぞれ接合状態の

実測図とそれをばらした個々の図を示した。観察表は図 19下に 3点分まとめて掲載した。なお、これらの

写真撮影は行っていない。

接合剖片 1は、節理面を残す矛J片 4点の接合資料である。石質は頁岩で、節理面は褐色、それ以外は褐灰

色を呈している。原礫を推定するに至らない。接合刹片 2は、礫皮面は褐色、内面はにぶい黄褐色を呈する

頁岩の資料で、自然面を残す祭」片 3点が部分的に接合した。いずれの剖片剖離も同一打面上 (自然面)で行

われている。接合乗J片 3は、礫皮面を残さない頁岩製のもので 2点接合した。だいぶ剖片刻取の進んだ段階
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で折れている。色調は灰黄褐色を呈している。

これらは、雫石町桜松遺跡や旧和賀町 (現北上市)

接合した予!片の数も少なく、またその出土状況から、

に属するものとしておく。

石曽根遺跡の接合資料のように、資料点数やそれぞれ

詳細な時期を想定するのは困難である。一応縄文時代

2.土器 (図 21、 写真図版 12。 13)

出上した土器の総量は、中コンテナ 1箱 と極端に少ない。これらはすべて、整地層中から出上したもので

ある。縄文時代早期 。前期前葉 。中期中葉 。晩期末葉の時期のものが見られる。 67～ 89の 23点 を掲載
した。土器の観察結果は表 3に示したとおりであるが、ここで若干それぞれについて触れる。

67は櫛歯状の条痕と判断し早期としたが、砂粒を多く含む胎上に多少違和感がある。 68はいわゆる乳
房状の尖底部を持つもので、胎土には植物繊維を含み脆い。以下 78ま でが植物繊維を含むもので、地文に
羽状縄文・単節・複節等が施文される。 73の地文は一見組縄のようにも見える。これらは前期初頭～前葉
に属するものと思われる。 79の回縁部は緩い波状口縁で、顕部には浅い平行沈線を有する。中期中葉～後
葉期のものか。 80～ 85は晩期に属するものである。 80は大洞Cl式相当と思われる壷形土器の肩部破
片。 81～ 83は頸部に沈線が施されているが、詳細な時期は不明である。 84は変形工字文 (弘前市砂沢
遺跡変形工字文類型Ⅳ型-1)を 有する浅鉢である。沈線は深く明瞭で、内面胴部上半の一部にはヨゲが付
着している。 85は 84と ほぼ同時期 (3条の沈線が単位毎に組み合わないことからA式か ?)と思われる
小型の鉢である。刻みのある突起を有する日唇部にも単節縄文が施されている。
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図11 出土遺物 (石器 3)
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出土遺物 (石器 4)
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出土遺物 (石器 5)
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※スクリーン トーンは磨面

0         1:3         10cm

図16 出土遺物 (石器 3)
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図17 出土遺物 (石器 9)
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接合劇片 1

図19 出土逮物 (接合all片 1)
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表 2 出土遺物観察表 (接合all片 )

香号 種類 グ リ ツ ド 層位 長さ
(cm)

幅

釦

厚さ
(cm)
肇
い
石質 備考

接 1-1 Hll片 IC9a Ⅱ層 (整地層) 3,7 6.4 17.8 頁岩 図19

接 1-2 剖片 IC9a Ⅱ層 (整地層 ) 5.0 6。 2 1.6 34,0 頁岩 //

接 1-3 fll片 IC9a Ⅱ層 (整地層) 5。 0 7.5 0。 9 41.9 頁岩 //

接 1-4 all片 IC9a Ⅱ層 (整地層 ) 3.2 4。 2 0.7 3.8 買岩 ク

接 2-1 剖片 ⅡClb Ⅱ層 (整地層) 4.2 4.6 1.7 28,0 頁岩 優]20

接 2-2 Fll片 ECOb Ⅱ層 (整地層 ) 4.0 1.4 24.6 買岩 ク

接 2-3 剰片 ⅡClc Ⅱ層 (整地層) 4.6 3。 4 17.4 頁岩

接 3-1 fll片 IA8i Ⅱ層 (整地層) 5。 7 1.4 23.0 頁岩

接 3-2 剖片 IA8i Ⅱ層 (整地層) 6.6 1.7 93.7 頁岩 ク
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図20 出土遺物 (接合剣片 2)
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表 3 出土遺物観察表 (石器 )

番
号

器種 出土地点・層位 長さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(9)

石質 産地 図
版
写
真
図
版

1 石鏃 IA9i Ⅱ層 (整地層) 3.5 0.5 1.4 頁岩 北上山地 5

石鏃 ⅣD5f Ⅱ層 (整地層) 0.3 (1.0) 頁岩 北上山地 5

尖頭器 ⅣD4f Ⅱ層 (整地層) 5.0 1.8 頁岩 北上山地 5

4 尖頭器 ⅣD4d,Ⅳ D3e Ⅱ層(整地層) 13.6 5。 4 96。 1 頁岩 北上山地 5

5 尖頭器 IA8h Π層 (整地層 ) 8.4 3.8 28.7 頁岩 北上山地 5

石匙 ⅢC2g Ⅱ層 (整地層 ) 1.0 11.3 頁岩 北上山地 5

7 石匙 IC9b Ⅱ層 (整地層 ) 0.6 頁岩 北上山地
8 石匙 ⅣD2f Ⅱ層 (整地層) 0。 8 頁岩 北上山地

石匙 ⅣD5h E層 (整地層) 4.ユ 2,7 (7.3) 頁岩 北上山地

箆状石器 地点層位不明 (67.3) 頁岩 北上山地

箆状石器 ⅣD6g Ⅱ層 (整地層 ) 2.0 38,9 頁岩 北上山地 10

12 箆状石器 ICOa Π層 (整地層 ) 2.2 (39.0) 頁岩 北上山地 10

箆状石器 ECld Ⅱ層 (整地層) 4.8 (37.7) 頁岩 北上山地 10

14 髭状石器 IbOi Ⅱ層 (整地層 ) 砲6。 9) 頁岩 北上山地 10 6

箆状石器 ⅣD3e Ⅱ層 (整地層) (18.2) 頁岩 北上山地 6

16 箆状石器 ⅣD5g Ⅱ層 (整地層) (92.働 頁岩 北上山地 6

打製石斧 IA8i Ⅱ層 (整地層 ) 10,3 (151.0) 頁岩 北上山地 6

18 不定形石器 D区 表面採集 8.8 104.5 頁岩 北上山地 7

不定形石器 IA9i Ⅱ層 (整地層 ) 6.5 67.7 頁岩 北上山地 12

不定形石器 ⅢC2g Ⅱ層 (整地層) 7.8 1.0 鬱4.2) 買岩 北上山地

不定形石器 ⅣD4f Ⅱ層 (整地層 ) 0.7 (8.0) 買岩 北上山地

不定形石器 ⅣD3f Ⅱ層 (整地層 ) 1.0 (18.6) 頁岩 北上山地

不定形石器 ICOb Ⅱ層 (整地層) 0.8 (18,7) 頁岩 北上山地 7

24 不定形石器 ⅣD5f Ⅱ層 (整地層 ) 5.8 4.4 1.4 (20。 9) 買岩 北上山地 7

不定形石器 IBOa Ⅱ層 (整地層 ) 5。 7 4.1 1.3 22.6 貢岩 北上山地

不定形石器 ⅣD4g Ⅱ層 (整地層 ) 1.ユ Q8,7) 頁岩 北上山地 8

不定形石器 ⅢC2g Ⅱ層 (整地層 ) 0。 9 (16.4) 買岩 北上山地 8

28 不定形石器 ⅣD4e Ⅱ層 (整地層 ) 1.0 (13.7) 買岩 北上山地 8

不定形石器 ⅣD5f Ⅱ層 (整地層) 1.0 (10,9) 頁岩 北上山地 8

30 不定形石器 ⅣD6g Ⅱ層 (整地層 ) 4.ユ 1.2 (16.1) 頁岩 北上山地 8

不定形石器 ⅢC2g Ⅱ層 (整地層) 4.3 (4.5) 頁岩 北上山地 8

縦長剖片 文化課トレンチ 整地層 11.2 3.0 31.ユ 頁岩 北上山地 8

33 縦長象J片 I A9i Ⅱ層 (整地層 ) 0.8 18.1 頁岩 北上山地 14 8
フレーク(使用痕有) ⅢC2g Ⅱ層 (整地層 ) 2.9 14.8 頁岩 北上山地 14 8
フレーク使用痕有) I A8i Ⅱ層 (整地層) 4.2 14.6 頁岩 北上山地 14 8

フレーク(使用痕有) ICOa Ⅱ層 (整地層) 4.4 10,4 頁岩 北上山地 14 8
フレーク使用痕有) ⅣD2f Ⅱ層 (整地層) 頁岩 北上山地 14

38 フレーク(使用痕有) ⅣD3f E層 (整地層 ) 11.2 頁岩 北上山地 14 9

石核 地点・層位不明 93.8 頁岩 北上山地 9

40 フレーク 文化課トレンチ 整地層 4.0 11.1 赤色頁岩(縞状) 北上山地 9

4ユ 細部加工永J片 7号土坑 埋土中位 4.5 0。 9 (13.4) 頁岩 北上山地
42 磨石 EClb Ⅱ層 (整地層 ) 7.5 292.3 砂岩 不明 16 9
43 磨石 C区 表面採集 13.3 Ｏ

Ｏ 324.1 安山岩 奥羽山脈 9

44 磨石 ⅣD3f Ⅱ層 (整地層 ) 14.3 4.8 845,3 安山岩 奥羽山脈 16
45 半円状偏平石器 ⅣD3f Ⅱ層 (整地層) 16,7 4.6 826.0 石英安山岩 奥羽山脈 9

46 凹石 文化課 トレンチ 整地層 11,0 5.5 182,1 安山岩 奥羽山脈
凹石 ⅢC2g Π層 (整地層) 228.6 安山岩 奥羽山脈 9

48 凹石 ⅡClc Ⅱ層 (整地層 ) 11.1 181.0 安山岩 奥羽山脈
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49 凹石 ⅣD3f Ⅱ層 (整地層 ) 8.3 5,4 2.3 142.4 浮石質凝仄岩 奥羽山脈
50 凹石 ⅣD2e Ⅱ層 (整地層) 238.ユ 安山岩 奥羽山脈
凹石 D区 表面採集 8.2 343.3 安山岩 奥羽山脈 10

凹石 ⅢC2f Ⅱ層 (整地層 ) 6.8 387.2 安山岩 奥羽山脈 10

凹石 I Cic Ⅱ層 (整地層) 10.8 6.5 3.7 296.0 安山岩 奥羽山脈
凹石 ICOg Ⅱ層 (整地層) 8.6 4.0 304.6 安山岩 奥羽山脈
凹石 ICOa H層 (整地層) 10,0 8.7 5.7 327.4 安山岩 奥羽山脈 10

凹石 ICla Ⅱ層 (整地層 ) つ
る 4.0 270。 2 安山岩 奥羽山脈 17 10

凹石 B区 表面採集 5.5 3.7 217.1 安山岩 奥羽山脈
58 凹石 D区 表面採集 7.7 4.5 371.4 安山岩 り甦]]ばJttR 10

凹石 コ Cユ bⅡ層 (整地層) 6.5 (267.0 安山岩 奥羽山脈 17
60 凹石 B区 表面採集 6.7 364.1 安山岩 興羽日日脈 18

凹石 IB9c Ⅱ層 (整地層) 11.6 4.6

“

61.4) 安山岩 奥羽山脈 18 10
凹石 ICOa Ⅱ層 (整地層) 10.6 7.8 4.9 538.0 安山岩 奥羽山脈 18

63 凹石 D区 表面採集 10,7 8,6 5,8 630.5 安山岩 奥羽山脈 18
64 凹石 ⅣD2e Ⅱ層 (整地層) 10,4 10.5 2.5 (310,9) 安山岩 奥羽山脈 18
凹石 ⅢClc Π層 (整地層) 11.5 7.5 1.8 265.9 安山岩 奥羽山脈 18
凹石 ⅣD3f Ⅱ層 (整地層 ) 13.5 8,7 457.5 安山岩 臭羽山脈 18

表 4 出土遺物観察表 (上器)
番
号
出土地点・層位 器種 部位 文様など 内面 時

期
図
版
写
真
図
版

ⅣD5h区 ・整地層 深鉢 口縁部 無節L?,櫛歯 (条痕 ?) ナ デ 早
９

，

68 ⅣD4d区 ・整地層 深鉢 底部 尖底,羽状縄文,繊維含 ナ デ 一剛 21

69 ⅣD5h区 ・整地層 深鉢 胴部 羽状縄文,繊維含 ナ デ 一副 21 12
70 ⅣD4d区 ・整地層 深鉢 口縁部 羽状縄文.繊維含 ナ デ 一副 21 12

ⅣD5h区・整地層 深鉢 胴部 羽状縄文,繊維含 ナ デ 一剛 21 12

ⅣD6f区 整地層 深鉢 胴部 羽状縄文,繊維含 ナ デ 単副 21 12
73 ICOc区 ・整地層 深鉢 日縁部 組縄縄文 ?,繊維含 ナ デ 一副 21
74 ⅣD4d区 ・整地層 深鉢 口縁部 LR縄文,繊維含 ナ デ 前
ⅣD3f区 ・整地層 深鉢 胴部 LR縄文 (0段多条),繊維合 ナ デ ユ削 21 12

76 ⅣD5f区 ・整地層 深鉢 口縁部 LR縄文,繊維含 ナデ 一副
９

留 12
77 ⅣD4d区 ・整地層 深鉢 口縁部 RL縄文,繊維含 ナ デ 一副 21

９

“

78 ⅣD6f区 ・整地層 深鉢 口縁部 LR縄文 (結束),繊維含 ナ デ 一削 2ユ

ⅣD2f区 。整地層 深鉢 口縁部 口縁部無文,浅い平行沈線 ミガキ 中
80 トレンチ 3・ 整地層 一亜 肩部 平行沈線, LR縄文 ナ デ 晩 21 13
81 ⅣD2f区 。整地層 鉢 胴部 沈線, LR縄文 ナ デ 晩

，

μ 13
82 ⅣD6e区 。整地層 鉢 口縁部 LR縄文 ナ デ 晩 21 13
83 ICOa区 。整地層 鉢 胴部 沈線, LR縄文 ナ デ 晩 21 13
84 ⅣD5h区・整地層 浅鉢 口～底 変形工字文,日唇部内面沈線 ミガキ 晩 21 13
０
０ ⅣD4e区・整地層 鉢 口～底 刻目突起 6単位 ?,平行沈線,LR縄 文 ミガキ 晩 21
86 ⅣD4d区 ・整地層 深鉢 日縁部 RL縄文 ナ デ

９

・
21 13

87 ⅣD4e区 ・整地層 深鉢 口縁郡 RL縄文 ナ デ 9 21 13
88 トレンチ 8。 整地層 深鉢 胴部 無節L? ナ デ

？

・
21

89 ⅣD2f区 ・整地層 深鉢 胴部 LR(0段 多条)。 RL縄文 ナ デ
？

・
21
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Ⅵ おわりに
今回の調査によつて検出された遺構は、縄文時代の上坑 7基 と陥し穴 1基である。これらの分布を見る

と、土坑は尾根の先端部 (A区南端)に比較的集中している傾向がある。陥し穴については、調査区外の東

側の尾根沿いに広がる可能性があるが、 1基のみの検出であり不明と言わぎるを得ない。これら確認された

遺構から、安栖野遺跡は縄文時代のある時期に、狩り場あるいは食料貯蔵地域などとして利用されていたも

のと思われる。前述のとおり、かつて行われた草地造成工事によって尾根頂部の地形改変が進み、消滅して

しまった遺構もあったと推定される。また、遺物はほとんどが整地層から得られたものであり、造成工事の

影響が大きいことがこのことからも窺える。

得られた遺物の中でも、石器類では石刃様の縦長剖片・木葉形の尖頭器や接合予J片資料、土器では晩期終

末期の浅鉢形土器などが出上していることは、当時の山麓丘陵地における人々の生活・動きを考える上で貴

重な資料になるものと考えられる。

最後になるが、今回旧石器時代にも属するかと思われる石器類が出上したことから、それが集中する地域

については整地層下の第Ⅳ層も掘り下げたが、遺物は確認されなかった。
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遺跡全景

作業風景 (B区 )

写真図版 1 空中写真・作業風景
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調査区外北側法面

調査区内基本層序

|
整

地

層

↓

写真図版 2 基本層序

調査区外土層観察
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1号土坑 2号土坑

ⅣD69 遺物出土状況 埋土断面

3号土坑 4号土坑

埋土断面

写真図版 3 土坑 (1～ 4号 )
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5号土坑 6号土坑

埋土断面 埋土断面

1号陥し穴→

埋土断面                      埋土断面

写真図版 4 土坑 (5～ 7号 )・ 陥し穴 (1号 )
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写真図版 5 出土遺物 (石器 1)
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写真図版 6 出土遺物 (石器 2)
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写真図版 7 出土遺物 (石器 3)
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写真図版 8 出土遺物 (石器 4)
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46

出土遺物 (石器 5)
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写真図版 9



50

写真図版10 出土避物 (石器 6)
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写真図版11 出土遺物 (石器 7)
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写真図版12 出土遺物 (上器 1)
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写真図版13 出土遺物 (土器 2)
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